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「
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ど
り
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食
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シ
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ム
戦
略
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に
関
す
る
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問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
小
山
展
弘
君
提
出
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
か
ら
３
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

令
和
三
年
五
月
に
農
林
水
産
省
に
お
い
て
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
け
る
有
機
農
業
の
取
組
面

積
に
係
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
ご
と
に
御
指
摘
の
「
目
標
値
を
定
め
、
有
機
農
業
を
行
う
農

地
の
割
り
当
て
を
行
う
」
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

一
の
４
に
つ
い
て 

 
 

有
機
農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
高
い
意
欲
の
あ
る
者
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
既

存
の
大
規
模
専
業
農
家
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
経
営
規
模
の
大
小
や

家
族
経
営
、
法
人
経
営
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
有
機
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

環
境
負
荷
の
低
減
と
生
産
性
の
向
上
と
の
両
立
に
資
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
の
研
究
開
発
な
ど
を
行
う
方
針
で
あ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ
た
種
子
に
よ
る
有
機
栽
培
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
い
て
そ
の
取
組
面
積
に
係
る
数
値
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
有
機
農
業
は
、
「
有



 

２ 

 

機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
」
（
平
成
十
七
年
十
月
二
十
七
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
号
）
等
に
定
め
ら
れ
た
基
準

を
満
た
す
生
産
の
方
法
を
用
い
た
農
業
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
当
該
規
格
に
お
け
る
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
農
林
水
産
省
が
開
催
し
て
い
る
日
本
農
林
規
格
調
査
会
に
お
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お

尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ
た
種
子
の
危
険
性
や
食
の
安
全
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
に
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
食
品
衛
生
上
の
取
扱
要
領
」
（
令
和
元
年
九
月
十
九
日

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
生
活
衛
生
・
食
品
安
全
審
議
官
決
定
）
四
の
（
三
）
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
へ
の
届
出
、
「
農
林
水

産
分
野
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
生
物
の
生
物
多
様
性
影
響
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
具
体
的

な
手
続
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年
十
月
九
日
付
け
元
消
安
第
二
千
七
百
四
十
三
号
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
通
知
）
第

三
の
一
の
（
二
）
に
基
づ
く
農
林
水
産
省
へ
の
情
報
提
供
書
の
提
出
及
び
「
ゲ
ノ
ム
編
集
飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
飼
料
安

全
上
の
取
扱
要
領
」
（
令
和
二
年
二
月
七
日
付
け
元
消
安
第
四
千
六
百
五
号
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
通
知
）
四
の

（
三
）
に
基
づ
く
同
省
へ
の
届
出
が
な
さ
れ
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
食
品



 

３ 

 

と
し
て
の
安
全
性
や
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
に
問
題
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
地
方
自
治
体
を
始
め
と
し
た
関
係
者
の
連
携
に
よ
り
、
御
指
摘
の

「
中
山
間
地
域
や
山
間
部
」
と
い
っ
た
地
域
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
有
機
農
産
物
の
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
の
各

段
階
の
取
組
が
進
む
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
取
組
事
例
の
収
集
及
び
好
事
例
の
紹
介
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
学
校
で
の
有
機
農
業
や
有
機
農
産
品
へ
の
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
生
産
者
や
給

食
関
連
事
業
者
を
始
め
と
し
た
幅
広
い
関
係
者
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
文
部
科
学

省
や
地
方
自
治
体
と
連
携
し
て
、
取
組
事
例
の
収
集
及
び
好
事
例
の
紹
介
等
を
実
施
し
、
当
該
関
係
者
の
理
解
を
促
す
こ
と

と
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
学
校
給
食
や
公
共
施
設
で
の
調
達
」
に
お
け
る
有
機
農
産
物
の
使
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
学
校
等
の
設

置
者
で
あ
る
市
町
村
等
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
使
用
の
義
務
付
け
等
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の



 

４ 

 

「
公
正
取
引
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
」
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


